
た2005年の屋久島の同時期の値と比べると,すべてに

おいてより高い値を示した.なお,α雄は発情雌から交
尾を拒絶されることが多く,得られたサンプル数が少
なかったので比較対象から除外した.

金華山は屋久島に比べ食物密度が低いために,雄お

よび発情雌の空間密度が低く,互いに遭遇する確率も

低いと考えられる.そうした環境においては,遭遇した
相手との間で確実に受精に至る交尾をする形質が選択

されると予測されるが,上記の交尾パタンの結果はこ

うした予測.と合致するものであった.そのほか関連す

ることとして,異性との遭遇確率の低い金華山の発情
雌は発情声を頻繁に発しおそらく自身の存在を宣伝し

ていること,それでも遭遇できないので,屋久島の発情
雌のように交尾終了後に雄より先に立ち去ることが少

ない,などの違いが認められた.

15ニホンザルコドモの遊びのレパートリーに関する地

域間比較の継続調査

品田将鞍 (滋賀県立大 ･人間文化)
本年度秋期の調査では,金華山のコドモの遊びに関

して興味深い発見があった.遊びの量的側面では,純野

生群の金華山にあっても,栄養状態が良好な秋期には,

コドモの遊びの頻度･持続時間は非常に高く･長く,常
時高頻度･長時間の遊びが生じる餌付け群の嵐山に匹敵

していた.一方質的側面では,16-17年度の夏にはまっ

たく鋭彊されなかったさまざまな遊び方が観察された.

たとえば申請者が｢アスレチック遊び｣と呼ぶ遊び方や,

｢水遊び｣といった特定の条件を備えた場所が限定され

るタイプの遊び方が見出された.また申請者が以前か

ら対ロしてきた ｢物を伴った社会的遊び｣のカテゴリー

に含まれる遊び方が,金華山でも秋には頻繁に観察さ

れ,そうした遊び方の一つのタイプである ｢ターゲット
の物を巡って生じる追いかけっこ｣もある程度見出され

るという発見があった.ただし金華山におけるこれら

の遊びの相互行為が,嵐山などで見出される典型的な
｢ターゲットの物を巡って生じる追いかけっこ｣との間

に ｢文化的｣な違いが見出されるかどうかについては,
今後更なる調査が必要だ.

環境内に遊びに利用可能な物体がどの程度存在して

いるのかを評価するための地面の ｢ゴミセンサス｣を行

った結果,た.とえば標高が低い場所ではゴミなどの ｢人

工物｣が多少見つけられるが,｢葉の付いてい草い木の
枝｣は無数に見出されることが分かった.こうした場所

でもコドモは人工物を利用して遊ぶ場合が多い.つま

り彼らは ｢枝だらけ｣の環境に暮らしているが,物を伴

って他個体と遊ぶ際には,人工物の方を ｢選択｣してい
る可能性がある.

16植物の成分含有量の種内変異がニホンザルの採食樹

繰り返し利用に与える影響

四川yt理 (京都大 ･院 ･理)
野生下の霊長類において,菜食に利用する樹種は同
一柾であっても特定の樹木個体が頻繁に利用されるこ

とが知られている.その要因として,同一樹種における
二次代謝物質含有量の種内変異が影響している可能性

が指摘されている.本研究では,ニホンザルによる成熟

非の採食樹選択と二次代謝物質含有量との関係を調べ

た.鹿児島県屋久島のニホンザルE群のオトナメス5頭

を対象とし,個体追跡法を用いて菜食についての採食

樹の利用頻度を調べた.菜食が観察された樹種のうち,

ウラジロエノキ,クロキ,ヒメユズリハ,ミミズバイの

4種を実験の対象とし,一種につき,繰り返し利用が観

察された樹木個体 (2-4個体)とそうでない樹木個体

(2-4個体)から成熟葉をサンプリングし,縮合型タン

ニン (AcidifiedVanilin法),総フェノール

(Folin-Ciocalteu法),ガロタンニン (Rhodanine法)の3
成分について1サンプルあたり4回定盈した.縮合型タ

ンニンおよび総フェノールの実験では,測定値を示す

吸光度が安定しなかったため,正確な走塁がおこなえ

なかった.このことから,上記の実験方法は成熟薬の乾

燥サンプルには適さないことが判明した.また,ガロタ
ンニン含有量は上記の方法では検出限界以下であった.

以上のことから,高速液体クロマトグラフィーや遠赤
外光を用いた実験方法の方がより適切であると考えら
れる.

17Theinnuenceofextrinsicmortalityonlifehistory
traits:AstudyortheJapaneseMacaque
AlisaCHALMERS(京都大 ･院 ･理)'
Thisstudyinvestigateswhetherenvironmentandnutrition
haveaneffectonthelifehistorytraitsandsteroidhormones
ofJapanesemacaquesinwild(n<-34),provisioned(n<-201),
andcaptive(n<=69)conditionsinJapanfor30years.The
resultsshowthatalllifehistorytraits(exceptforageatfirst
birth)differedsignificantly(P<0.01)betweenthewildvs.
provisioned/captiveconditions,indicatingastrong
nutritionalinnuence.Cortisolwastwotimeshigheron
average(P<0.01)inprovisionedandwildpopulations
comparedtocaptive.Furtheranalysisisneededforestrogen
andDHEAS,biomarkersoffertilityandlongevity,
respectively.I

18注意欠陥/多動性障害 (ADHD)のモデル動物の作成

船橋新太郎 (京都大･こころの未来研究センター)

ADHD,前頭連合野の機能異常,ドーパミン (DA)作
動系の変化との間の密接な関係が示唆されている.発

達初期に前頭連合野で生じたDA作動系の変化が

ADHDの原因であるという仮説を検証するため,若年
サルの前頭連合野に6-OHDAを投与してDA線維を破壊

し,ADHD児の行動特徴である多動,注意障害,衝動性
が生じるかどうかを解析した.今年度は注意陪苔と衝

動性に注目して検討した.モンキーチェアに座した3頭

の6-OHDA注入サルと3頭の非注入サルに視覚弁別課

題 (2枚の写真を提示し,サルが含まれている写真を選

択すると報酬を与える)を行わせ,課題遂行の持続性の

程度をアクトグラムにより検討した.その結見,非注入
サルでは約 1時間のテスト期間中ほぼ持続的に課題を

遂行し続けたが,610HDA注入サルでは課題の遂行糊と

休止期が交互に生じ,休止期はしばしば5分以上続くこ
とがあり,この間,チェアの中での回転行動や外部の物

音に対する注意行動が頻繁に観察された.この結果は,
6-OHDA注入サルの注意持続の困難さや無関係な刺激

-の注意の易変性を示すものと考えられる.

19ニホンザル乳児における顔刺激のパーツに対する大

きさ判断
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渡辺創丸 藤田和生 (京都大 ･院 ･文学)
社会的軸物にとって特別な恋塊を持つ顔刺激を用い

て,ニホンザル乳児 (2-4ケ月児,平均月齢3.3ケ月)が

1!g;･教示状憶でmのパーツ (日･茄･口)の大きさを判断

する際,枠 (顔の輪郭)の形幣を受ける (相対判断)の

か受けない (絶対判断)のかを分析した.突放は帆化法
を用いておこなった.実験補助者に抱かれた子ザルが,

約両に設任されたモニターに映し山される2つの記号

的サル顔刺激を見た.刺激は,4回口の呈示時に,顔のパ

ーツ (日･舟･口)以外が拡大されるか,顔全体が拡大
されるかした.これらの刺激呈示時にいずれの刺激を

より注視するかをビデオカメラを用いて記録し,それ

を那析した.なお,被験体j個体には顔刺激を呈示し,

放り6個体には統制条件として顔のパーツをランダム

に配位した刺激を同様の手続きで呈示した.結果,全て

の刺激に対する平均注視時間が非常に短く,全体を通

して特徴的な反応傾向は確認できなかった.また,初発

の注視方向にも両刺激間で差は見られなかった.用い

た刺激が,グレースケールによる実験者手描きのサル

顔であったことから,実際に被験体が普段目たしてい
るニホンザルの大人顔との帝雛が大きかったのではな

いかと考えられる.被験体達が普段接していないニホ

ンザルの大人顔をCG処理した刺激を用いての再実験を
検討している.

21左右大脳半球皮質の機能分化の起源を探る

伊藤和夫 (岐阜大 ･院 ･医)
ヒトの大脳皮質では,左右半球で異なる機能分化が

みられる.たとえば,頭頂葉では右側の損傷の場合のみ

半側空間無視が出現する.この機能分化は,盃長類にお
いてヒト-の系統発生途上において出現すると考えら

れる.大脳皮質の左右差は,ヒト以外の霊長類では報告

されていない.私たちは,ヒトの頭頂連合野と相同な皮

質であるニホンザルの5野と7野において,同側性と対
側性の線維連絡に左右差が存在するか否か検討した.

3頭のニホンザルの5野と7野に神経トレーサーを微

最注入した.その結果,視床では,前視床枕核に同側性

の投射がみられた.外側中心核では,やはり同側性に逆

行性に標識された神経細胞と順行性に標識された神経

終末が観察された.内側中心核では,左右半球皮質いず

れの注入例においても,両側性に神経細胞と終末が標

訊されていた.皮質では,両側の帯状回皮質 (23野)に

おいて,標識された神経細胞と終末が兄いだされた.両

側性に線維連絡がみられた部位において,左右差が認

められるか否か,統計学的に検討中である.

22-どの写某がニホンザルの視覚的注意に及ぼす影響

について

柴崎全弘 (名古屋大･院 ･捕印科学)
これまでに行われてきたヒトを対象にした研究から,
ヒトは-どのように我々の進化の歴史において危険で

あった対象-恐怖を示す傾向を持っていることが明ら

かにされてきた.近年の視覚探粟課題を用いた研究で

は,ヒトは花の両像よりも-ど･クモの画像をはやく検

出できることが示されている.しかし,この結矧こはヒ

トの-どに対する生得的な恐怖だけでなく,経験的に

甥印された恐怖や嫌恋も影響している可絶性が考えら

れる.そこで本実験では-ビに対する生得的な恐怖の .

効果を検討するために,実験室で育てられ,-どを一度

も見たことのないサルを被験体として視覚探索の実験
を行なった.

訓練では,-どのカラー写真9枚と花のカラー写真9
枚を使用した.タッチパネルモニター上に呈示される

写真のマトリックスは,ターゲット1枚とディストラク

ター (3か8枚)で構成されており,花の写真の中に-
どの写真がある場合と,その逆の場合とがあった.訓練
は1日60試行であった.正答率80%以上の日が3日連

続するまで訓練を続け,その翌日からのデータを分析
の対象とした.

その結凪 3頭とも花よりも-ビを発見するほうがはや
くなった.-どに対してナイーブなサルでも-どの視

党探索が効率的に行われたことから,ヒトとサルでみ
られるこの性矧ま生得的であることが示唆された.

24健常児と自閉症児における視線 ･表情の情報処理過

程とその相互作用

魚野押太 (京都木 ･院 ･教咋)
自閉症スペクトラム陣容 (AsD)では非同注意の障害
が報告されているが,突放場面では視線jJ一向-の自動
的な注意シフトが生じることが示されている.本研究

では,視線に情動的な袈I如く組み合わせられた場合,悼

常群と同様に注意シフトが促進されるかどうかを調べ

た.動的な恐怖表情および中性衣肺の視線が呈示され,
参加者は視線と一致した方向もしくは逆方向に呈示さ

れるターゲットを検出するよう求められた.髄常群で

は恐怖表情の視線手がかりの効先 (逆条件-一致条件

の反応時間)が中性末梢よりも大きくなったが,ASD群
では差は見られなかった.この結只は,m動的な視線の

処理に陪賓があることで,より禎純な現実場面では視

線コミュニケーションの昨日がWl掛 こ現れるというこ

とを示唆している.背決にある神経基盤を明らかにす

るために同様のパラダイムで雄常成人での予備的な実

験を行ったところ,顔選択的に惹起するN170において

表情条件間の差が生じることが示された.今後,ASD群
において行動と対応した脳活動の障害が見られるかど

うかを検討する予定である.

25金華山のニホンザルによる種子散布:おもに散布後

の定着 ･発芽について

笹岡直子 (東京大 ･院 ･農学生命)
霊長類が果実類の種子散布に重要な役割を果たして

おり,ニホンザルでも研究事例が典まりつつあるが,サ

ルの追跡がし易く,糞の回収がし易い場所での情報は

盃要である.そこで本研究は宮城爪金郡山品に生息す

るニホンザルを対象に,ニホンザルがよく利用するベ
リー柳の究-の出現を明らかにすることを目的とした.

本年度は,金弛 山でサルの究中-のベリー柿の出現

について,由の北西部に生息する群れを対象とし,調査
した.兼の採矧まサルによってペリー炉がよく利用さ

れる夏から秋 (8月～12月)に行った.8月はクマヤナギ,
9月がサンカクゾル,10月はガマズミとカマツカ,11月,
12月は両月ともガマズミとノイバラの種子が糞の中に

多く排出された.これらのうち,クマヤナギやガマズミ

は破壊されたものもあったが,糞中にも多数出現した
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